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1 地域公共交通計画とは
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▍ 位置づけ

∟ 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（令和2年11月改正）に基づき、地方公共団体が作成するもの

∟ 「地域にとって望ましい地域旅客運送サービスの姿」を明らかにする「マスタープラン」として役割を果たすもの

∟ 法定協議会において協議しつつ、交通事業者・地域関係者と連携し、作成するもの

▍ 策定方法

∟ 地方公共団体が地域の移動に関する関係者を集めて「活性化再生法に基づく協議会（以下、法定協議会という。）

を開催し、協議を行う。

∟ 法定協議会を開催しつつ、交通事業者や地域の関係者等との個別協議を重ねて作成していく。

∟ まちづくり・観光施策との一体的推進

∟ 持続可能な公共交通ネットワークの確保

∟ 地域特性に応じた多様な交通サービスの組合せ

∟ 関係者（住民・事業者・行政）の連携

▍ 計画策定におけるポイント
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時代の変化を的確に捉え、行政、事業者、地域が一体となって地域公共交通を維持・
確保していくため、地域公共交通計画を策定する必要がある

人口減少・少子高齢化

人口減少・少子高齢化により利用者は減少

する一方、移動手段の確保が必要な高齢者

は増加している。

公共交通利用者の減少、タクシー・バス乗務員

の不足など、現状の公共交通サービスを維持・

確保することが難しい。

公共交通を取り巻く厳しい状況

1 地域公共交通計画とは

▍ 地域公共交通の現状と課題
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▍計画策定後の状況の変化変化

◼ 金剛バスの廃止による影響

2 現行計画の振り返り

∟ 本市内公共交通の状況が大きく変化

∟ 代替交通の確保等、緊急的な対応が必要

◼ 施策への影響

∟ 一部施策に進捗の遅れ

∟ 交通維持確保を優先



2 現行計画の振り返り
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重点的に取り組んでいる施策 継続的に取り組んでいる施策 今後検討を要する施策

Ⅰ-Ａ 東西の都市拠点を結ぶ

幹線バス軸の形成

Ⅰ-Ｂ 鉄道駅周辺における

取組との連携

Ⅲ-Ｂ 地域公共交通の必要性や

乗り方に関する情報発信 Ⅱ-Ｂ 高齢者等の移動支援の推進

Ⅱ-Ａ 地域主導の

地域公共交通の導入

Ⅰ-Ｃ 隣接市町村との連携による

公共交通サービスの形成

Ⅳ-Ａ 既存の地域公共交通を活用す
るための仕組みづくりの構築

Ⅳ-Ｄ 地域公共交通と施設送迎バス
との役割分担による地域公共交通
ネットワークの再構築

Ⅳ-Ｃ 路線バスの輻輳の解消を目的と
したレインボーバスの見直し

Ⅲ-Ａ 地域とともに地域公共交通

のあり方を考える場の創出

Ⅳ-Ｂ バス停の改良と民間活力を活用
した維持管理

今後の検討を要する施策については、令和9年度までに方向性の整理または検討を実施予定である。



南海バス運賃（金剛駅～中央センター前） 250円 近鉄バス運賃（富田林駅～中央センター前） 290円

8

内 容 南海バス・近鉄バスを対象とした各事業者片道1回ずつ利用可能な電子チケット

利用方法 バス利用前に電子チケットを購入し、精算直前にご利用を有効化※し、乗務員に提示

販売価格 350円

実施期間 令和７年9月1日～令和8年2月28日(６ヶ月間)

利用時間 期間中終日利用可能

※ 有効化とは、購入済みチケット一覧の画面から、「チケットを使う」ボタンをタップし、電子チケットが表示された状態のこと。

▍ Ⅰ-Ａ 東西の都市拠点を結ぶ幹線バス軸の形成変化

✓ 以下の内容で実施し、現在データ分析中である。

2 現行計画の振り返り



2 現行計画の振り返り
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▍Ⅱ-Ａ 地域主導の地域公共交通の導入

✓ 彼方上地区において、第2回実証運行に先立ち、需要の見極めと機運醸成のため、令和7年10月

15日から12月14日までの約2ヶ月間、既存のタクシーを活用した実証実験を行った。現在は実証

実験後のアンケートを実施予定である。

✓ 南旭ケ丘町地域においても、第1回実証運行に先立ち、需要の見極めと機運醸成のため、既存のタ

クシーを活用した実証実験を令和8年度中に実施予定であり、現在地域住民において、運行計画案

を策定中である。
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▍Ⅳ-Ｃ 路線バスの輻輳の解消を目的としたレインボーバスの見直し

• ルートを見直し、「けあぱる」「富田林病院前」の各停留所を廃止し、各便の所要時間を短縮。

• 便数を8便から、平日は9便、土・休日は7便とし、最終時間を繰り上げ。

• 運賃を現行の100円から、路線バス初乗り運賃と同等の170円に改定。

✓ 令和5年9月1日より、以下のとおりレインボーバスの運行内容を見直しを行った。しかし、令和5年12月21日より、

金剛ふるさとバス東条線の補完運行のため、3便に減便したダイヤとなった。

✓ 令和7年12月20日をもって金剛ふるさとバス東条線の補完運行が終了し、12月21日から8時台から17時台の

7.5便で運行となった。また、路線バスとの運賃格差の是正のため、運賃の値上げを行った。

✓ 昨今の状況として、燃料費や人件費の上昇等により、運行経費が高騰していることに加え、乗務員不足の問題が生

じていることから、これらを踏まえ、利用実績や利用者動向を確認しながら、レインボーバスのあり方を検討する

「レインボーバスのあり方検討分科会」を開催し、レインボーバスの今後のあり方について再度検討を行う。

✓ の170円に改定。
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現行の計画については、令和5年度に本市の地域公共交通のマスタープランと

して策定し、各種取組を進めてきた。

しかしながら、人口減少や公共交通利用者の減少、いわゆる2024年問題をは

じめとする運転手不足、さらには国際情勢の変化による燃料費の高騰など、交

通事業者を取り巻く環境は厳しさを増しており、策定当初よりも多くの課題が

生じている。

現行計画の計画期間は令和9年度までであることから、これまでの取組状況を

踏まえるとともに、新たな課題の整理を行う必要がある。



3 現行計画策定後以降、新たに発生した地域公共交通の問題点について
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▍ 乗務員の高齢化・人手不足の深刻化

・路線バスの運転手は高齢化が進んでおり、担い手の確保が困難 、いわゆる2024年問題により労働時間の制約が強化

⇒想定される影響

・運行本数の減便 ・路線の維持が困難となり、廃止の可能性 ・ダイヤの安定的な維持が困難

▍ 利用者の減少

・人口減少、少子高齢化の進展 ・自家用車利用（モーターリゼーション）の進展

⇒想定される影響

・運賃収入の減少 ・採算性の低下による路線維持の困難化 ・公共交通の利用機会の縮小

▍ 物価高騰・燃料費の上昇

・国際情勢の変化等による燃料価格の高騰 ・車両維持や人件費の増加

⇒想定される影響

・運行コストの増加 ・事業者の経営負担の増大 ・運賃改定やサービス水準見直しの可能性

これらの課題が相互に影響し合い、公共交通の維持が一層困難となるおそれがある
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